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 1　CBT試験とは
「ITパスポート試験」は、情報処理推進機構（IPA）が実施する情報処理の基礎知識を問う国家
試験として、広く浸透しています。これから職業人になろうとする学生や入社して間もない
若年層の社員を中心に、幅広い年齢層の人たちが、自らのITリテラシーを証明するためにこ
の試験をめざしています。
平成21年4月からスタートしたITパスポート試験は、これまでペーパー方式の試験でした
が、平成23年11月からCBT方式の試験に変更されます。CBTは「Computer Based Testing」
の略で、パソコンを用いて行う試験のことです。パソコンのディスプレイに表示される問題
を読み解き、マウスやキーボードなどの入力装置を使って解答する試験です。

CBT試験の導入に伴い、どのような点が変更されるのかを確認しましょう。

●受験チャンスが増える
これまでは、春と秋の年2回しか受験チャンスがありませんでしたが、CBT試験は、年間を通
して随時実施されます。会場によって試験の実施頻度は異なりますが、試験の実施回数その
ものが大幅に増えるので、受験者にとっては、受験チャンスが飛躍的に増えることになりま
す。

●受験者主体で学習プランを設計できる
これまでは、春（4月第3日曜日）と秋（10月第3日曜日）の定められた日時に受験しなければな
りませんでしたが、CBT試験は、受験者が会場や日時を選択して、受験できるようになりま
す。試験日を決められるということは、自分のペースで計画的に学習を進められるというこ
とです。

●申込から受験、結果発表までの期間が短縮される
CBT試験が導入されると、申込から受験、結果発表までの期間が大幅に短縮されます。
これまでは、試験日の約2か月前には申込を済ませておかなければなりませんでしたが、
CBT試験では、試験前日の午前中までに申し込んでおけば、翌日に受験することも可能で
す。（クレジットカード支払で最短の場合）
また、これまでは、結果発表は試験日の約1か月後でしたが、CBT試験では、試験が終わった
その場でパソコンの画面で結果を確認できるようになります。

このようにCBT試験は、受験者の利便性を大幅に向上すると期待されています。

CBT試験とは
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 2　CBT試験の流れ
CBT試験の申込から受験、合格証書の受領までの流れを確認しましょう。
※平成23年8月現在の情報に基づき、記載しています。

試験情報確認1
専用のホームページ（http://www.jitec.ipa.go.jp/）で試験に関する最新の情報
を確認します。会場別空席状況やCBT操作手順なども確認できます。

利用者情報登録2
専用のホームページで利用者情報を登録します。
利用者情報の登録には、自分自身のメールアドレスが必要となります。メールアド
レスを所持していない場合には、利用者情報を登録することができません。
※利用者情報の登録が完了しなければ、申込はできません。

受験申込3
専用のホームページで受験を申し込みます。
ホームページ上での申込手続きは、「試験会場の選択」→「受験日の選択」→「試験
回次（試験時間）の選択」→「受験料支払方法の選択」→「支払処理」の順番に行わ
れます。

受験料支払4
受験料は、次のいずれかの方法で支払います。

支払方法 説　明

クレジットカード クレジットカードで受験料を支払うことができます。
受験料の決済が即座に行われます。
申込日から最短で翌日以降の受験が可能です。

コンビニ コンビニで受験料を支払うことができます。
受験料の決済に4日間が必要となります。
申込日から最短で5日後以降の受験が可能です。

バウチャー バウチャーの発行番号によって支払うことができます。
バウチャーは、企業や学校などの団体が、一括で支払う
場合に用意された前売りの電子チケットです。
受験料の決済が即座に行われます。
申込日から最短で翌日以降の受験が可能です。
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受験6
申し込んだ日時、会場で受験します。
受験には、「本人を確認できる写真付き書類」と「確認票」が必要です。
確認票に記載されている「受験番号」「利用者ID」「確認コード」がなければ、試験
を開始できないので、忘れずに持参しましょう。

結果確認7
試験終了後、すぐに採点が行われ、その場で得点を確認できます。
また、1年間は専用のホームページから試験結果をいつでもダウンロードできま
す。

合格発表／合格証書交付8
受験日の翌月に経済産業省が合格を正式に認定し、翌々月に合格証書が交付され
ます。

確認票のダウンロード5
支払処理が完了すると、登録したメールアドレスに申込完了メールが送信されま
す。
申込完了メールには、「確認票」のダウンロードについて記載されているので、メッ
セージに従って、自分のパソコンにダウンロードします。
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 3　疑似体験用ソフトウェア
専用のホームページ（http://www.jitec.ipa.go.jp/）からITパスポート試験の「疑似体験用
ソフトウェア」をダウンロードできます。
疑似体験用ソフトウェアを使うと、本試験同様の画面や操作方法を確認できます。
※平成23年8月現在の情報に基づき、記載しています。

疑似体験用ソフトウェアの問題表示と解答画面を確認しましょう。

●問題表示と解答画面（小問）について（その1）
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●問題表示と解答画面（小問）について（その2）

●問題表示と解答画面（中問）について
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 4　CBT試験　よく寄せられる質問
CBT試験に関して、よく寄せられる質問とその回答を確認しましょう。
※平成23年8月現在の情報に基づき、記載しています。

1
 CBT試験の導入前後で、出題範囲に変更はありますか？

1
  ITパスポート試験はシラバスに基づいて出題されますが、CBT試験の導入前後で
シラバスに変更はありません。平成23年8月現在、シラバスの最新バージョンは「Ver 
1.1」です。

2
 CBT試験の導入前後で、試験時間に変更はありますか？

2
 変更はありません。CBT試験の導入前も導入後も、試験時間は165分です。

 CBT試験では、パソコンの画面に残り時間が表示されるようになっています。

3
 CBT試験の導入前後で、出題数に変更はありますか？

3
  CBT試験の導入前は、小問88問＋中問12問の合計100問でしたが、CBT試験の導入
後は、小問84問＋中問16問の合計100問になります。

  中問は、ひとつの状況設定に対して、複数の視点から考える問題です。1つの中問の
中に、4つの設問が用意されています。小問に比べて、問題文が長く、4つの設問に連
続性があるため読解力が必要となります。

4
 CBT試験の導入前後で、出題形式に変更はありますか？

4   
変更はありません。CBT試験の導入前も導入後も、4つの選択肢から1つを選択する
「四肢択一」の選択式です。

5
 出題される問題は、すべての受験者で同じですか？

5
 同じ会場、同じ時間に受験しても、同じ問題は出題されません。

 100問の問題は、受験者ごとにランダムに出題されます。
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6
 CBT試験の導入前後で、配点や採点方式に変更はありますか？

6
  CBT試験の導入前は1問10点×100問の1,000点満点でしたが、CBT試験の導入後
は「IRT」と呼ばれる方式に基づいて1,000点満点で評価されます。

  IRTは、「Item Response Theory」の略で、日本語では「項目応答理論」や「項目反応
理論」と訳されます。IR Tは、複数の受験者がそれぞれ異なる問題で受験した場合で
も、受験者の能力を同一の尺度で算出できる採点方式です。

  具体的な採点方式については公開されていませんが、問題の難易度に応じて問題ご
とに配点が異なると考えらえます。

7
  筆記用具が持ち込み禁止ですが、計算式や図解などをメモしながら考えたい場合に
は、どうしたらよいですか？

7
  試験会場には、受験者ごとに鉛筆やメモ用紙などの筆記用具が用意されています。

  これらの筆記用具を使ってメモを取ることが可能です。なお、これらの筆記用具は
持ち帰ることはできません。

8
  身体に不自由があり、パソコンでの試験が困難です。ほかの方法で受験できます
か？

8
  身体の不自由によりCBT方式で受験できない場合には、ペーパー方式で受験するこ
とが可能です。身障者手帳のコピーや医師の診断書などを添えて、情報処理推進機
構（IPA）に申請する必要があります。
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 1　過去問題プログラム
試験画面はどうなっているのか、操作方法はどうなっているのかなど、CBT試験が実際にど
のように実施されるのか、受験者には気になるところです。
「過去問題プログラム」を使うと、そのような不安を取り除き、本番のCBT試験とほぼ同じよ
うに動作する試験を模擬的に体験できます。繰り返し学習することで、画面構成や操作方法
に自然に慣れ親しむことができます。
※収録の過去問題プログラムは、当社が独自に開発したもので、本試験のプログラムとまったく同一ではあ
りません。

 2　Windowsの設定
過去問題プログラムを利用する前に、Windowsを次のように設定しましょう。

画面の解像度 ：1024×768ピクセル　または　1280×1024ピクセル
フォントサイズ：既定の設定値

※画面の解像度を変更すると、デスクトップのアイコンの配置が変更される場合があります。あらかじめご
了承ください。

■Windows 7の設定方法
Windows 7で設定する方法は、次のとおりです。

過去問題プログラムの使い方

①《スタート》をクリックします。
②《コントロールパネル》をクリックします。
③《コントロールパネル》の一覧から《画面の解
像度の調整》を選択します。

④《解像度》を《1024×768》または《1280×
1024》に設定します。

⑤《OK》をクリックします。
※確認メッセージが表示される場合は、《変更を維持
する》をクリックします。
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⑥《コントロールパネル》の一覧から《テーマの変
更》を選択します。

⑦ 左側の《関連項目》の《ディスプレイ》をク
リックします。

⑧《小－100%（既定）》が になっているこ
とを確認します。

※なっていない場合は、 にして《適用》をクリック
し、《今すぐログオフ》をクリックします。

■Windows Vistaの設定方法
Windows Vistaで設定する方法は、次のとおりです。

①《スタート》をクリックします。
②《コントロールパネル》をクリックします。
③《コントロールパネル》の一覧から《画面の解
像度の調整》を選択します。

④《解像度》を《1024×768ピクセル》または
《1280×1024ピクセル》に設定します。
⑤《OK》をクリックします。
※確認メッセージが表示される場合は、《はい》をク
リックします。

⑥《コントロールパネル》の一覧から《デスクトッ
プのカスタマイズ》を選択します。

⑦《デスクトップのカスタマイズ》の一覧から《個
人設定》をクリックします。

⑧ 左側の《タスク》の《フォントサイズ（DPI）の調
整》をクリックします。

※《ユーザーアカウント制御》ダイアログボックスが表
示される場合は、《続行》をクリックします。

⑨《既定のスケール（96DPI）－より多くの情報》
が になっていることを確認します。

※なっていない場合は、 にして《OK》をクリックし、
《今すぐ再起動する》をクリックします。
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■Windows XPの設定方法
Windows XPで設定する方法は、次のとおりです。

①《スタート》をクリックします。
②《コントロールパネル》をクリックします。
③《コントロールパネル》の一覧から《デスクトッ
プの表示とテーマ》を選択します。

④《デスクトップの表示とテーマ》の一覧から
《画面》を選択します。
⑤《設定》タブを選択します。
⑥《画面の解像度》を《1024×768ピクセル》ま
たは《1280×1024ピクセル》に設定します。

⑦《OK》をクリックします。
※確認メッセージが表示される場合は、《はい》をク
リックします。

⑧《デザイン》タブを選択します。
⑨《フォントサイズ》が《標準》になっているこ
とを確認します。

※なっていない場合は、 をクリックし、一覧から《標
準》を選択し、《OK》をクリックします。
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 3　過去問題プログラムのインストール
過去問題プログラムをパソコンにインストールしましょう。

① CD-ROMをドライブにセットします。
※《自動再生》ダイアログボックスが表示される場合
は、《itstart.exeの実行》をクリックします。
※《ユーザーアカウント制御》ダイアログボックスが表
示される場合は、《続行》または《はい》をクリックし
ます。

Microsoft .NET Framework 4がパソコン
にインストールされていない場合は、図のよ
うなメッセージが表示されます。
②《はい》をクリックします。
※《いいえ》をクリックすると、インストールが中止さ
れます。
※メッセージが表示されない場合、④に進みます。

《インストールするコンポーネント》が表示されま
す。
③ 内容を確認し、《同意する》をクリックします。
※《同意しない》をクリックすると、インストールが中
止されます。
※《ユーザーアカウント制御》ダイアログボックスが表
示される場合は、《続行》または《はい》をクリックし
ます。
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《ライセンス条項》が表示されます。
⑤ 使用許諾契約を確認し、《同意する》を に
します。

※同意しない場合は、インストールが中止されます。

⑥《次へ》をクリックします。

Microsoft .NET Framework 4の イ ン
ストールが完了すると、《ITパスポート試験
（FPT1111）セットアップウィザードへようこそ》
が表示されます。
④《次へ》をクリックします。

《インストールフォルダーの選択》が表示されま
す。
⑦《フォルダー》を確認します。
※ほかの場所にインストールする場合は、《参照》をク
リックします。

⑧《次へ》をクリックします。
※《ユーザーアカウント制御》ダイアログボックスが表
示される場合は、《続行》または《はい》をクリックし
ます。
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 4　過去問題プログラムの起動
過去問題プログラムを起動しましょう。

POINT

インストール画面が表示されない場合
CD-ROMをセットしているにもかかわらず、インストール画面が表示されない場合は、次の手順でインス
トールを行います。
①《スタート》をクリック
②《コンピューター》または《コンピュータ》または《マイコンピュータ》をクリック
③《FPT1111》ドライブを右クリック
④《開く》をクリック
⑤「itstart」を右クリック
⑥《開く》をクリック
⑦ メッセージに従って操作

① すべてのアプリケーションを終了します。
※アプリケーションを起動していると、過去問題プロ
グラムが正しく動作しない場合があります。

② CD-ROMをドライブにセットします。
※過去問題プログラムの起動には、常にCD-ROMが
必要です。
※《自動再生》ダイアログボックスが表示される場合
は、閉じておきましょう。

③《スタート》をクリックします。
④《すべてのプログラム》をポイントします。
⑤《ITパスポート試験（FPT1111）》をクリック
します。

インストールが完了すると、図のようなメッ
セージが表示されます。
⑨《閉じる》をクリックします。
※お使いのパソコンの環境によっては、再起動が必
要な場合があります。メッセージに従って操作して
ください。
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POINT

《自動再生》ダイアログボックス
CD-ROMをドライブにセットすると、《自動再生》ダイアログボックスが表示される場合があります。
すでにインストールが完了している場合、ダイアログボックスを閉じましょう。

ダイアログボックスを表示しないように設定する方法は、次のとおりです。

Windows 7の場合

◆《スタート》→《コントロールパネル》→《ハードウェアとサウンド》→《自動再生》→《ソフトウェアとゲー
ム》の →《何もしない》→《保存》

Windows Vistaの場合

◆《スタート》→《コントロールパネル》→《CDまたは他のメディアの自動再生》→《ソフトウェアとゲー
ム》の →《何もしない》→《保存》

Windows XPの場合

◆《スタート》→《マイコンピュータ》→《CDドライブ》を右クリック→《プロパティ》→《自動再生》タブ→
《 実行する動作を選択》の《何もしない》→《OK》

図のようなスタートメニューが表示されます。
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 5　過去問題プログラムの使い方
過去問題プログラムを使って、試験を実施する流れを確認しましょう。

スタートメニューで試験の種類とオプションを選択する1

出題数と試験時間を確認する2

試験実施画面で試験を行う3
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試験結果画面で正答率や採点結果を確認する4

問題解説画面で問題の読み解き方を確認する5

試験履歴画面でこれまで実施したすべての試験の成績を確認する6
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 6　過去問題プログラムの画面構成
過去問題プログラムの各画面の名称と役割を確認しましょう。

■スタートメニュー
過去問題プログラムを起動すると、スタートメニューが表示されます。
スタートメニューから実施する試験を選択します。

❶試験の種類
実施する試験の種類をひとつ選択します。
●平成○○年度○期試験：
　過去問題1回分がそのまま出題されます。
●ランダム試験：
　 4回分の過去問題の中からランダムに100問が出
題されます。

●カスタマイズ試験：
　 出題する過去問題、分野、問題区分をユーザーが
指定できます。指定した問題が出題されます。

❷オプション
必要に応じて、試験モードのオプションを設定しま
す。《？》をポイントすると、オプションの説明が表
示されます。
●試験時間をカウントしない：
　 にすると、試験時間をカウントせずに試験を
行うことができます。

●試験中に採点する：
　 にすると、試験中に問題ごとの採点結果を確
認できます。

●試験中に解説・解答を見る：
　 にすると、試験中に問題ごとの解説と解答を
確認できます。

❷
❸

❹ ❺ ❻

❶
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❸スタート
クリックすると、《試験時間設定》ダイアログボッ
クスが表示されます。このダイアログボックスで試
験時間を設定して、《OK》をクリックすると、試験が
開始されます。

❹試験履歴
クリックすると、試験履歴画面が表示されます。

❺ユーザー情報入力
クリックすると、《ユーザー情報入力》ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックス
でユーザーの名前を入力しておくと、試験実施画
面にその名前が表示されます。設定していない場合
は、パソコンにログインしているユーザーの名前が
表示されます。

❻終了
クリックすると、過去問題プログラムが終了します。

POINT

《試験時間設定》ダイアログボックス
《試験時間設定》ダイアログボックスで出題数を確認したり、試験時間を変更したりできます。

❶
❷

❶出題数
試験に出題される問題の総数が表示されます。
《平成○○年度○期試験》と《ランダム試験》を選択した場合、出題数は必ず100問になります。
《カスタマイズ試験》を選択した場合、該当する問題の数が自動的に表示されます。

❷試験時間
試験時間は、1～999分の範囲で自由に設定できます。
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■試験実施画面
試験を開始すると、試験実施画面に問題文が表示されます。
※試験実施画面や採点方法は、当社が独自に開発したもので、本試験のプログラムとは異なります。

❶残り時間
残りの試験時間が表示されます。
※スタートメニューのオプションで《 試験時間をカウント
しない》にすると、残り時間は表示されません。

❷氏名
スタートメニューの《ユーザー情報入力》でユーザー
の名前を設定している場合、その名前が表示されま
す。設定していない場合は、パソコンにログインし
ているユーザーの名前が表示されます。

❸試験の種類
現在実施されている試験の種類が表示されます。

❹問題番号
現在表示されている問題の番号が表示されます。

❺カテゴリ
現在表示されている問題のカテゴリが表示されます。

❻カウント
《平成○○年度○期試験》や《ランダム試験》では、「問
題番号／100」が表示されます。《カスタマイズ試験》
では、「連続番号／全問題数」が表示されます。

❼白黒反転
クリックすると、背景色と文字色の白黒を反転でき
ます。

❽表示倍率
問題文の表示倍率を100～200％の範囲で、10％間
隔で設定できます。クリックして、表示される一覧
から表示倍率を選択します。

❾表計算仕様
クリックすると、《表計算仕様》ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスで表計
算ソフトの機能や用語などを確認できます。

❻

17 18 19 20 21

16
11

❹
❷

❸

❼ ❽ ❾

10

12 15

❶

❺

13 14
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10問題文
問題文が表示されます。問題文が一画面にすべて表
示されない場合、スクロールバーが表示されます。

11解答欄
正解と考える選択肢を にします。

12採点
クリックすると、解答した選択肢の正否を判定しま
す。正解の場合は「正解です」、不正解の場合は「不正
解です」と表示されます。
※スタートメニューのオプションで《 試験中に採点する》
にすると、《採点》ボタンが表示されます。

13解説
クリックすると、《解説》ダイアログボックスが表示
されます。
※スタートメニューのオプションで《 試験中に解説・解答
を見る》にすると、《解説》ボタンが表示されます。

14解答
クリックすると、《解答》ダイアログボックスが表示
されます。
※スタートメニューのオプションで《 試験中に解説・解答
を見る》にすると、《解答》ボタンが表示されます。

15付箋を付ける
クリックすると、現在表示されている問題に付箋が
付きます。あとから見直したい問題に付箋を付けて
おくと、試験結果画面から復習できます。

16解答状況
現在実施されている試験の解答状況を10問ずつ確
認できます。問題番号をダブルクリックすると、そ
の問題を表示できます。

17前の問へ
クリックすると、前の問題が表示されます。

18次の問へ
クリックすると、次の問題が表示されます。

19リセット
クリックすると、現在表示されている問題が初期の
状態に戻ります。

20一時停止
クリックすると、残り時間のカウントが一時的に停
止します。
※一時停止すると、《一時停止》ダイアログボックスが表示さ
れます。《再開》をクリックすると、一時停止が解除されます。

21試験終了
クリックすると、試験が終了し、試験結果画面が表
示されます。試験時間前に試験を強制的に終了させ
る場合に使います。

POINT

《試験終了》ダイアログボックス
試験時間が経過すると、図のようなメッセージが自動的に表示されます。試験時間内に解答していない
問題は、不正解になります。
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■試験結果画面
試験が終了すると、自動的に採点が行われ、試験結果画面が表示されます。
※試験結果画面や採点方法は、当社が独自に開発したもので、本試験のプログラムとは異なります。

❶氏名
スタートメニューの《ユーザー情報入力》でユーザー
の名前を設定している場合、その名前が表示されま
す。設定していない場合は、パソコンにログインし
ているユーザーの名前が表示されます。

❷実施日
試験を実施した年月日が表示されます。

❸試験時間
試験の開始から終了までの所要時間が表示されます。

❹オプション
スタートメニューで設定したオプションの状態が
表示されます。

❺正答率
全問題の正答率が％で表示されます。

❻カテゴリ別正答率
カテゴリ別の正答率が％で表示されます。

❼大分類別正答率
大分類別の正答率が％で表示されます。

❽レーダーチャート
大分類別正答率がレーダーチャートで表示されま
す。苦手な分野を把握するのに便利です。

❾試験の種類
実施した試験の種類が表示されます。

10問題明細
各問題の明細が表示されます。
●番号　　：問題の番号が表示されます。
　　　　　　 番号をクリックすると、その問題を復

習できる画面に切り替わります。
●問題区分： 問題が「小問」または「中問」のどちら

であるかが表示されます。
●カテゴリ：問題のカテゴリが表示されます。
●大分類　：問題の大分類が表示されます。

❽

11 12 13 14 15

10

❻
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❾
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●採点結果： 問題が正解の場合には「〇」、不正解の
場合には「×」が表示されます。

　　　　　　 「〇」や「×」をクリックすると、その問
題の問題解説画面が表示されます。

●付箋　　： 試験実施画面で付箋を付けた問題は、
■が表示されます。

●チェック：復習したい問題を にします。
●過去問題： 出題された過去問題の名称と番号が

表示されます。

11不正解問題を復習
クリックすると、《採点結果》が「×」の問題を順番に
復習できる画面に切り替わります。

12付箋オンを復習
クリックすると、《付箋》に■が付いている問題を順
番に復習できる画面に切り替わります。

13チェックオンを復習
クリックすると、チェックが になっている問題
を順番に復習できる画面に切り替わります。

14問題解説
クリックすると、問題解説画面が表示されます。

15印刷
クリックすると、《ユーザー情報入力》ダイアログ
ボックスが表示されます。このダイアログボックス
でユーザー名を確認して、《OK》をクリックすると、
試験結果レポートを出力できます。

16試験履歴
クリックすると、試験履歴画面が表示されます。

17スタートメニュー
クリックすると、スタートメニューに戻ります。

18終了
クリックすると、過去問題プログラムが終了します。
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POINT

試験結果レポート
プリンタが接続されているパソコンでは、《印刷》をクリックすると、次のような試験結果レポートを出力で
きます。
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■問題解説画面
問題解説画面では、各問題に対する解答と解説を確認できます。

❶氏名
スタートメニューの《ユーザー情報入力》でユーザー
の名前を設定している場合、その名前が表示されま
す。設定していない場合は、パソコンにログインし
ているユーザーの名前が表示されます。

❷試験の種類
現在実施されている試験の種類が表示されます。

❸問題番号
現在表示されている問題の番号が表示されます。

❹カテゴリ
現在表示されている問題のカテゴリが表示されます。

❺カウント
《平成○○年度○期試験》や《ランダム試験》では、「問
題番号／100」が表示されます。《カスタマイズ試験》
では、「連続番号／全問題数」が表示されます。

❻白黒反転
クリックすると、背景色と文字色の白黒を反転できます。

❼表示倍率
問題文の表示倍率を100～200％の範囲で、10％間
隔で設定できます。クリックして、表示される一覧
から表示倍率を選択します。

❽表計算仕様
クリックすると、《表計算仕様》ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスで表計
算ソフトの機能や用語などを確認できます。

❾問題文
問題文が表示されます。

10解答
解答が表示されます。

11解説
問題を読み解くための説明文が表示されます。

12解答状況
現在実施されている試験の解答状況を10問ずつ確
認できます。問題番号をダブルクリックすると、そ
の問題を表示できます。

13前の問へ
クリックすると、前の問題が表示されます。

14次の問へ
クリックすると、次の問題が表示されます。

15解説終了
クリックすると、試験結果画面に戻ります。

❺
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■試験履歴画面
試験履歴画面では、これまでに実施した全試験の正答率の平均を確認できます。

❶氏名
スタートメニューの《ユーザー情報入力》でユーザー
の名前を設定している場合、その名前が表示されま
す。設定していない場合は、パソコンにログインし
ているユーザーの名前が表示されます。

❷平均正答率
実施した全試験の正答率の平均が％で表示されま
す。

❸カテゴリ別平均正答率
実施した全試験のカテゴリ別正答率の平均が％で
表示されます。

❹大分類別平均正答率
実施した全試験の大分類別正答率の平均が％で表
示されます。

❺レーダーチャート
大分類別平均正答率がレーダーチャートで表示さ
れます。苦手な分野を把握するのに便利です。

❻試験明細
これまで実施した試験の明細が表示されます。

●試験名：実施した試験の種類が表示されます。
●回　　： 実施した試験の回数が表示されます。試

験履歴として記録されるのは、試験ごと
に最も新しい試験10回分です。11回以
上試験を実施した場合は、古い試験から
削除されます。

●実施日：試験を実施した年月日が表示されます。
●正答率：実施した試験の正答率が表示されます。

❼詳細表示
クリックすると、選択した回の試験結果画面が表示
されます。

❽履歴削除
クリックすると、選択した試験履歴が削除されます。

❾スタートメニュー
クリックすると、スタートメニューに戻ります。

10終了
クリックすると、過去問題プログラムが終了します。

❽
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 7　過去問題プログラムの注意事項
過去問題プログラムを使って学習する場合、次のような点に注意してください。
重要な内容なので、学習の前に必ず読んでください。

●解答するタイミングに注意する
問題文が完全に表示されてから、解答の操作を行ってください。
完全に表示されていない状態で操作を行うと、動作が不安定になる場合があります。

●Windowsの設定を変更しない
過去問題プログラム起動中に、Windowsの設定を変更しないでください。
設定を変更すると、正しく動作しない場合があります。

●別のアプリケーションを操作しない
過去問題プログラム起動中に、別のアプリケーションを操作しないでください。
過去問題プログラムと別のアプリケーションを同時に操作すると、動作が不安定になる場
合があります。

●パソコンが動かなくなったら強制終了する
過去問題プログラム起動中にパソコンがまったく反応しなくなった場合、次の手順で過去
問題プログラムを強制終了してください。

Windows 7の場合 　 Windows Vistaの場合

◆ + + →《タスクマネージャーの起動》→《アプリケーション》タブ→「ITパスポー
ト試験」→《タスクの終了》

Windows XPの場合

◆ + + →《アプリケーション》タブ→「ITパスポート試験」→《タスクの終了》

●強制終了や異常終了のあと、過去問題プログラムを再起動する
強制終了した場合や、停電などで電源が切断されて異常終了した場合、過去問題プログラム
を再起動してください。
試験実施画面で強制終了や異常終了した場合、復元処理を行うために、次のようなメッセー
ジが表示されます。《復元》をクリックすると、中断した問題から再開できます。
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 8　過去問題プログラム　よく寄せられる質問
過去問題プログラムに関して、よく寄せられる質問とその回答を確認しましょう。
最新のQ&A情報については、弊社ホームページ「http://www.fom.fujitsu.com/goods/」の
「お客様Q&A窓口」に掲載しています。

1
  過去問題プログラムを起動しようとすると、メッセージが表示されて起動しません。
どうしたらいいですか？

1
 各メッセージとその対処方法は、次のとおりです。

 ※メッセージは、五十音順に記載しています。

メッセージ 対処方法

ITパスポート試験 過去問題プログラム
（FPT1111）のCD-ROMをセットしてくだ
さい。

製品のCD-ROMをドライブにセットしてください。過去問題プログラム
を起動するには、CD-ROMをドライブにセットしておく必要があります。

起動中のアプリケーションをすべて終了し
てください。ほかのアプリケーションを起動
していると、正常に処理が行われない可能
性があります。
このまま処理を続けますか？

任意のアプリケーションが起動している状態で過去問題プログラムを
起動しようとすると、このメッセージが表示されます。また、セキュリティソ
フトなどの監視プログラムが常に動作している状態でも、このメッセー
ジが表示されることがあります。
《はい》をクリックすると、アプリケーション起動中でも過去問題プログ
ラムを起動できます。ただし、その場合には、過去問題プログラムが正し
く動作しない可能性があります。あらかじめご了承ください。
《いいえ》をクリックして、アプリケーションをすべて終了してから、過去
問題プログラムを起動されることを推奨します。

このプログラムは、すでに起動しています。 すでに過去問題プログラムを起動している場合に、このメッセージが表
示されます。
ひとつのパソコンで同時に複数の過去問題プログラムを起動すること
はできません。

プログラムを一旦終了して、Windowsの
フォントサイズを既定値に戻してください。

Windowsのフォントサイズを既定の設定値から変更している場合、過
去問題プログラムを起動できません。
過去問題プログラムを一旦終了して、Windowsのフォントサイズを既
定の設定値に戻してください。
※フォントサイズの設定については、本資料P.8を参照してください。

プログラムを一旦終了して、画面の解像度
を変更してください。

画面の解像度が「1024×768ピクセル」未満の場合、過去問題プロ
グラムを起動できません。
画面の解像度が「1024×768ピクセル」以上であれば、過去問題
プログラムを起動できます。ただし、「1024×768ピクセル」および
「1280×1024ピクセル」以外の解像度では、過去問題プログラム
が正しく動作しない可能性があります。あらかじめご了承ください。
※画面の解像度の設定については、本資料P.8を参照してください。
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2
  自分のパソコンはインターネットに接続できませんが、過去問題プログラムを使っ
て学習できますか？

2
 問題なく学習できます。インターネットに接続できる環境は必要ありません。

3
  自分のパソコンにはプリンタが接続されていませんが、過去問題プログラムを使っ
て学習できますか？

3
  試験結果レポートを出力することができません。それ以外は問題なく学習できま
す。

4
  CD-ROMをセットしても、過去問題プログラムを起動できないのですが、どうした
らいいですか？

4
  CD-ROMをセットしただけでは、過去問題プログラムは起動しません。過去問題プ
ログラムはスタートボタンのメニューから選択して起動します。

 ※過去問題プログラムの起動については、本資料P.13を参照してください。

5
  《スタート》→《すべてのプログラム》をポイントしても、《ITパスポート試験（FPT1111）》
が表示されません。そのため、過去問題プログラムが起動できないのですが、どうし
たらいいですか？

5
  過去問題プログラムを起動するには、過去問題プログラムをあらかじめパソコンに
インストールしておく必要があります。

 ※過去問題プログラムのインストールについては、本資料P.11を参照してください。
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6
  CD-ROMをドライブにセットするたびに、次のようなダイアログボックスが表示
されます。なぜですか？

 

6
 Windows 7およびWindows Vistaの仕様です。

  CD-ROMをドライブにセットするたびに、《自動再生》ダイアログボックスが表示
されます。ダイアログボックスが表示されないように、設定を変更できます。

 ※設定の変更については、本資料P.14を参照してください。

7
  過去問題プログラム起動中にパソコンがまったく反応しなくなりました。どうした
らいいですか？

7
 過去問題プログラムを強制終了してください。

 ※強制終了については、本資料P.26を参照してください。

8
  試験中にパソコンが異常終了してしまいました。中断した問題から試験を再開する
ことはできますか？

8
  過去問題プログラムを再起動すると、復元処理が自動的に行われ、中断した問題か
ら再開できます。

 ※試験の復元については、本資料P.26を参照してください。

9
  パソコンにインストールした過去問題プログラムのファイル一式を削除したいので
すが、どうしたらいいですか？

9
 パソコンから関連するすべてのファイルを削除するには、次のデータを削除します。

・過去問題のプログラムファイル
・ユーザーごとの履歴ファイル
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 過去問題のプログラムファイルは、次の手順で削除します。

 Windows 7の場合 　 Windows Vistaの場合

 ◆ 《スタート》→《コントロールパネル》→《プログラムのアンインストール》→「ITパスポート試
験（FPT1111）」→《アンインストール》→メッセージに従って操作

 Windows XPの場合

 ◆ 《スタート》→《コントロールパネル》→《プログラムの追加と削除》→「ITパスポート試験
（FPT1111）」→《削除》→メッセージに従って操作

 ユーザーごとの履歴ファイルは、次の手順で削除します。

  Windowsの初期の設定では、ユーザーごとの履歴ファイルは表示されません。ま
ず、すべてのファイルとフォルダが表示されるようにWindowsを設定し、次に履歴
ファイルを削除します。

 Windows 7の場合

 ◆ 《スタート》→《コントロールパネル》→《デスクトップのカスタマイズ》→《フォルダーオプ
ション》→《表示》タブ→《 隠しファイル、隠しフォルダー、および隠しドライブを表示す
る》→《OK》

 ◆ 《スタート》→《コンピューター》→《ローカルディスク（C：）》→《ユーザー》→ユーザー名の
フォルダ→《AppData》→《Roaming》→《FOM Shuppan History》→「FPT1111」を右クリック
→《削除》

 Windows Vistaの場合

 ◆ 《スタート》→《コントロールパネル》→《デスクトップのカスタマイズ》→《フォルダオプショ
ン》→《表示》タブ→《 すべてのファイルとフォルダを表示する》→《OK》

 ◆ 《スタート》→《コンピュータ》→《ローカルディスク（C：）》→《ユーザー》→ユーザー名のフォ
ルダ→《AppData》→《Roaming》→《FOM Shuppan History》→「FPT1111」を右クリック→
《削除》

 Windows XPの場合

 ◆ 《スタート》→《コントロールパネル》→《デスクトップの表示とテーマ》→《フォルダオプショ
ン》→《表示》タブ→《 すべてのファイルとフォルダを表示する》→《OK》

 ◆ 《スタート》→《マイコンピュータ》→《ローカルディスク（C：）》→（《このフォルダの内容を
表示する》→）《Documents and Settings》→ユーザー名のフォルダ→《Application Data》→
《Roaming》→《FOM Shuppan History》→「FPT1111」を右クリック→《削除》
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